
ソ同盟地震観測所網 の 発 展 と

現用地震計について(その 1)咲

古 田美佐夫側

まえがき

ソ同盟領域の地震活動比ついては先に紹介しである

ので(測候時報 23巻 3，4号)，本稿では， 地震観測所

網の発展，および現用地震計などについてその概略を

述べる.五ちろん，限られた文献にたよって，浅学な

筆者が整理，記述するものなので，その意が十分くみ

とれぬものもあると思われるけれど，いくらかの御参

考になれば幸である.

1 地震観測所網発展のあらまし

~1. 第 1次段階

革命前ロシヤの地震観測は 19世紀末から 20世紀初

頭にかけて，少数の有能な学者などにより個々に始め

られていたが，地震の多い南部，東部の辺境地帯はほ

とんど研究されていなかった.今日のような系統的地

震観測所網および観測業務は， 1913----1915年とろ B.

B.ガJレィチン (B.B. rOJII1II;bIH)の努力により初

めて組織されるようになった.当時のおもな課題は地

球の深層構造，全般地震活動の研究で，単に地震波の

走時図の作成などによってそれらの研究の材料として

いたのである.

けれど，地震のよく起る地域一一日本，中国などか
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小さくするためには振子の質量を大きくしなければな

らないという不便がある. このようなことからガルィ

チンは新しい器械，すなわち，検流計記録による地震

計を製作した. これは周期 5---10sec.の振動に対し最

大倍率は約 1，000で，これを上述の課題を解決する目

的で作られた第 1級地震観測所に備えつけたのである.

すなわち，ガjレィチン存命中において，プJレコボヘス

ヴェ Jレドロフスク，チフリス，タシケント，パークウ，

マケーフカの各地点である (1923年までは前 2か所お

よびクウチノのみが観測を行っていたにすぎなV¥).

ガルィチンはこれと時を同じくして第2の課題を提

示した。ロシヤの地震危険地帯コーカサ:ス，中央アジ

ア，パイカJレ湖沿岸付近の地震活動をさらに詳しく研

究することで，この目的にそうよう第2級地震観測所

を創設し， これにはガJレィチ.ンによって作られた震度

2........3の近地地震を専門とする機械記録の地震計を設

置した.

このようにして新たな器械を装備した第 1級地震観

測所の活動は，短期間において非常な成果を挙げ，豊

富なデーターが得ーられたばかりでなく，一観測所資料

による震央位置の決定，地震波射出角を用いての地球

内部構造の研究などに，新しい万法を見出しうる可能

性が生れ，その後の地震学の発展に大きな寄与をもた

ら遠く離れたロシヤにおいては，遠地地震を記録させ らしたのであふ第2級地震観測所での業務が，その

る必要が起きてきたのは当然で，すなわち，倍率を大 ような顕著な結果が得られなかったのは，組織された

きくし，長周期波を記録させる地震計の製作が必要と 期間も短く，その観測所数もあまりに少く，がつ，観

なったのである.当時諸外国ではほとんどが機械記録

方式の地震計にたよってし1たが， これは一般に知られ

ているようにぺン先の摩擦などが大きく，その影響を

発 M.Furuta A Summarised Report on the 

Development of Seismological Observation Net 

and Seismographs in the Present Use in USSR 

(.1) (Received June 26， 1958). 

制気象研究所地震研究部

測所相互間の距離も遠かったからで， 1917~1920年に

はその業務も停止している

~2. 第 2 次段階

大十月社会主義革命 (1917年)の後，その状態はー

味レニングラード市郊外にあり，ガルイチンが1906

年検流計記録地震計による詰験を開始したソ同盟

で最も古い観測所である.

- 33ー'



132 験震時報 23巻 3号

変した.新しい社会主義経済の要求，国民経済の成長， し，ふたたび観測所網の再編成が望まれることとなっ

工業φ急速な進展，都市，‘大建築物の建設なでと関連 たが，時あたかも第2次大戦となり，多くの観測所は

して，地震争の発展，観測所網の拡大とが要求され， その活動を停止，ないしは縮少されることとなり，そ

若い有能な学者も，補充され，第 1次 5か年計画の実 の計画も見送りの形となってしまった.

施と相まって，その成果をあげるにいたり， ことに~3.第 3次段階一現在

辺境地区への発展が始まった.まず第 1~乙，第 1 級地 戦後，地震学の発展はめざましいものがあり，相つ

震観測所がウラヂオストック，イルクーックに増設さ ぐ5か年計画による園内復興建設， 巨大な投資， 特

れ，これと平行して先の第2級地震観測所にかわって K，地震工学の問題と関連し，地震予知法の研究がク

地方地震観測所網が組織されることになり，これには

光学記録のこ千キホロフ (HI1KI1φOPOB， P. M.)型

水平動地震計が設置された. これは短周期(主として

O~ 1---1sec) .の地震波に対じ約 400の倍率を持ち，同じ

目的で作られたガJレ'イチン型機械記録の地震計より非

常に倍率が大きい.最初2か所の地方地震観測所が19

27年夏，アJレマアタ，.フJレンゼ(中央アジア)に造ら

れ，天山山脈北部各地の地震活動，およびシベリヤー

トルケストン間鉄道建設のための資料集収の役割を果

した.会の後相ついで， 1928~1938年聞に地万地震観
測所は 15都市に設けられることになった.が， すでに

第 1次5か年計画 (1927年開始)期間中に以前の 3倍

の規模となったのである. 30年までの結果において，

中央アジア，コーカサス，クリミヤ地方などの局地的

地震活動の研究が課題として提示され，また，それと

同時に耐震構造の問題について科学的調査が要求され

てきた. これより先， 1928年にはソ同盟科学アカデ

ミ一地震研究所が組織され，ょうやく大きくなってき

た学者の集団をひとつのものとした.研究所は創立の

翌年において，ソ同盟領域の地震活動地域区分図を作

成し，また，有用鉱物の地震探鉱，地震波伝ぱの新理

論，地震学資料による地殻構造の調査，新地震計の製

作など，各万面にわたって成果をあげる lこいたりさ

らに，この期間各共和国での地震学の発展がみられ，

多くの研究所が造られ，学者の養成が行われるように

なって‘きた.

かくてこれら観測所の活動によって，豊富なデータ

ーが得られるようになったが，なおこの過程において，

ニキホロフ型地震計よりさらに感度の高川地震計を用

いる必要性に迫まられた. 乙れは地震を同時に記録す

る観測所が少なく，また，上下動地震計を備えつけな

いことから，震央決定の精度が悪く，一万，まだ効果

的に行われていなかった強い地震に対する観測の必要

性が叫ばれてきたからである. これらの諸問題と関連

ローズアップされてきた.地震発生の性質と条件につ

いて，地質学，地球物理学，その他による総合的検討

が望まれ，まTこ，各共和国科学アカデミーとの協力を

いっそう緊密にするために，地球物理研究所が創設さ

れ，先の地震研究所は発展的解消をとげ，これにとも，

ない地震業務一本化のために地震委員会 (Seismic

Soviet)が作られて，先に死去した G.A.ガムブーノレ

ツェフ(r.A. r AMBYP4EB)がその長となった. こ

の新段階に大きな影響を与えたのは， 1948年10月トル

クメン共和国アシュノ¥ノてード市民起った太地震で， こ

れによって都市の建築物は大損害ぞ受け在来の資料の

不備が痛感されたのが契機となっている.さらに強い

地震が良く起る南部，東部地方には 9共和国， 100以

上の都市が含まれていることなどから，地震観測所網

の抜本的改革が行われることになり，このときの組織

形態が今日に及ーんでいる.

現在，ソ同盟地震観測所網は。3種類の型の観測所か

らなり，全部で 75か所余である.このうち， ソ同盟

科学アカデ号一地球物理研究所の直轄が 50か所余

でh 他は各共和国の研究所などに付属しているもので

ある.以不地震観測所を類別して述べてみよう.

a)遠地地震観測所

(プJレコボ， モスクワ， トピリシイ，ノてークウ，

スベルドロフスク，タシケント，イ Jレクーツク)

これは主として地球全体の地震活動と深層構造の研

究を目途として作られ，この課題に適応するようガJレ

ィチン型検流計記録地震計が置かれている. これは長

周期波 (5.~lOséc. ) を良く記録できるが，短周期波

に対しては良好でない.

b)一般地震観測所

現代地震学の広範囲な課題を解決する目的で作られ

たもので，すなわち， ソ同盟領域の全般地震活動，地

球の内部構造， 地殻の研究， 地震機構， 脈動その他

諸問題の研究からなっている ζれらのうち第 1次，
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第 2次 5か年計画においては，器械観測によるソ同盟

領域の全般地震活動が主として調査され， c.P.ゴJレ

‘シュコフ;、cr.n. rOPillKOB)らによってその概略図

が作られた.

上記課題を解決する目的で，それに用いら、れる地震

計はいっそう高感度なj しかも，近地ならびに遠地地

震をも良《記録できるような器械が望まれていた. 19 

47~1949年地球物理研究所D. P.キルノース(且.n.
，KI1pHOC)ーによ?て作られた地震計は， この目的に

適し般型地震計と呼ばれて， これらの観測所に置

かれでいる. これは地震波周期o.3~10sec. の広い

範囲において用いられ，倍率は 1，000から 2，000であ

る.

一般地震観測所の創設は 1949年末から 1950年初め

において開始され， 1953~1954 年には先の地方地震，

観測所がこれに昇格し，同時にカノレノfチヤ付近， コ'ー

カサス，中央7ジア，パイカゾレ湖付近，極東(樺太，

千島，ガムチャッカ)，などの主要地震帯に約 30か所

の観測所が作られた.一般型地震計はモスクヲ，プjレゐ

コボ，イルクーック Kも付加れき， 1955年には遠地地

震観測所で、あったウラヂオスレ少クが一般地震観測所

K編成替えとなった.

c)地方地震観測所

この観測所の任務としては，ソ同盟各地震危険地帯

の地震活動を，特VL，詳しく研究することで，震央距

離 100~150km のきわめて弱L、地震を記録ーしている.

地動の振幅が大きい時は，自動的に記録の輝度を高め

ながら，器械の倍率を _1~ Vこ減らす己とができるもの。
10 

で，すでに 15か所に設置されている.

その他， 地震活動地区にあるいくつかの観測所に

は，機械記録万式の強震計が設置された.それは震度

3~7 ，および震度8以上の地震動を記録させるよう

2種類に分けられているが，現在常置されてあるのは

前者だけのようである.

また地震の震度を器械的に判定するための感震器が

s.v.メデヴェージェフ(C.B. ME，1I，BE且EB)によっ

て作られ，多くの観測所に置かれている.

~ 4. むすび

このようにして観測所網の再編成の結果得られた資

料は，量的にも質的にも向上し，記録地震数も著しく

増加した.これらの資料を総括した結果，多くの有意

義な成果が得られたが， N..A. ヴヴェジェンスカヤ

(H. A. BBE11.EHCKA兄)は， 1950~1953年の資料

により中央アジヂ震央分布図を作成し， この地方の基

本地質構造と震源分布との関係をきわめて正確に解明

し，また，ソ同盟科学アカ/デミーが各共和国科学アカ

デミーと協力して作成じたくソ同盟地震活動図>は貴

重な資料で，耐震建築施策にもとり入れ子られτいる.

(付図参照)、
グスズ

その他， rC3法(地殻の深部地震探査法)や，換振

器を傾けて地震測定する万法，震源機構の理論的解明

観測所は対象地域において，互いに短い距離に配置さ など多くの成果がみられるが3 これらについての紹介

れた 4:---7観測所からなるネットで構成されている. は別の機会に譲る. I.G. Y. と関連しでは，脈動の観

ここで使用されている器械はハーリン型 (XAPI1H，口. 測が6か所でo:jiわれ，また，地震学的資料による北太

A.) と呼ばれ，地万型地震計として設置されているが， 乎洋地区の地殻構造の研究，南極，北極での地震観測

これは倍率が 10，000から 50，000vこまで達するものが ・が行われている.

ある.この器械は 1951年に作られたもので，現在日 以上， ソ同盟の地震観測所網は， すでに， 50年を

か所に置にかれている. 経過しており，現在その観測結果の再検討が行われて

さらに小都市の，それでいて重要な地区での地震活 いるが，この際注目すべきことは，よ'り γ 層正確な資

動を詳細に調べるために，観測密度を高めて臨時観測 料というものは，再編成後の近々 5か年の成果により

を行うこともある. ー 得られたということである.広大な領域に比して決し

以上現在の観測所が3種類に分けられ，それぞれに て十分とはいえ芯い観測所を今後さらにふやし，整備

適応する地震計を備えていることを述べたが，強い地 することによって，多くの貴重な成果があげられるで

震が起った時，記録のスケーJレアウトをなくするため あろうことが期待される.

I乙，最近光電自動調節器なるものが作られた.これは
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フ同盟地震活動

地域区分図
G. P. Gorshukov 

付図注
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地震観測資料を根拠IL，地質学的， 地球形態学的見地から作成された乙の図は， 将来起り得る地震の震央

位置を直接示しているものではないが， おおざっぱに震動の強さを知り得ることによって， 耐震構造施策に

とり入れられているものである.

また，ソ同盟での震度階級は，後に述べる震度計の最大振幅値を規準として 12階級に分けられ，その結果

は一般の震動効果と良く適合しているといわれる. わが国の震度階とのおよその対照は次のとおりである.

なお，パー Jレ，とは階級の“度"という意味あいのものである. (括弧内は気象庁震度階級)

1パール (0)， 2 (1)， 3 (rr--m)， 4 (m)， 5 (m.......百)， 6 (lV~V) ， 7 (V)， 8 (V). 
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